
 

 

第２部 計画の実現に向けた取組み 

環境にやさしいまちづくりの推進 基本目標・施策 

第４章  都市環境 

第１節 

環境と調和した快適なまちづくり 個別目標・施策 

取組みの柱① 地域の景観や自然などの個性を活かしたまちづくりを 

すすめます 

取組みの柱② 安全・安心でコンパクトなまちづくりをすすめます 
 

ながさきさるくマスコットキャラクター 

「さるくちゃん」 

P50～P52 
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第１節 

環境と調和した快適なまちづくり 個別目標・施策 

現状・課題 

○長崎市では、人口減少や少子高齢化の進展等を踏まえ、平成 28 年に改訂した長崎市都

市計画マスタープランに示す将来都市構造「ネットワーク型コンパクトシティ長崎※1」

の都市づくりをすすめることで、高齢者や子どもに優しい歩いて暮らせるコンパクトな

市街地の形成を図ることとしています。また、特定の地域や道路に車が集中することに伴

う交通渋滞による自動車排気ガス排出量の増加を抑制するため、道路交通網の整備や公

共交通の利用促進を図り、環境への負荷を低減する必要があります。 

○また、長崎市は長崎市景観計画※2 に基づき市全域を「景観計画区域」に設定しており、

特に歴史的な特徴のある地区など、重点的に景観の保全や誘導を行う地区を「景観形成重

点地区」、それ以外の区域を「一般地区」として地域の特徴を生かす景観まちづくりをす

すめています。屋外広告物条例※3 に基準を定め、周囲の景観と調和する良好なまちなみ

形成を図るための指導・助言を行っています。さらに近年、夜間景観整備や東山手・南山

手地区においては歴史的風致の維持及び向上に重点的に取り組んでおり、さらなる夜景

の魅力向上や歴史的建造物の保存・活用とその周辺環境の整備などをすすめています。 

〇この東山手・南山手地区は、脱炭素先行地域の対象エリアにもなっており、景観などに

も配慮した省エネ化の推進と再エネ化 100％を目指しています。 

○今後、各地域の人口規模に応じた都市機能や、安全・安心で暮らしやすい場所への居

住機能を誘導・維持するとともに、周辺地区との公共交通ネットワークを維持しなが

ら、公共交通空白地域の解消、車両のバリアフリー化などのサービス向上を図っていく

必要があります。 

※1 ネットワーク

型コンパクトシ

ティ長崎： 

人口減少がすす

む状況において

も、それぞれの地

域に合った暮ら

しやすさを整え

ていくために、都

市や地域の暮ら

しに必要な施設

がまとまって（コ

ンパクト）確保さ

れた拠点と周辺

の生活地区が公

共交通や道路、情

報などで結ばれ

た（ネットワー

ク）「まちの形」。 
 

 

※2 長崎市景観計

画： 

長崎市特有の景

観やそれぞれの

地区の特徴を活

かした景観づく

りの推進につい

て定めた計画。 

 
※3 屋外広告物条

例： 

長崎市における

屋外広告物の規

制について定め

た条例。 
 

 

 

 人口減少や少子高齢化がすすむ一方で、長崎市内中心部は 100 年に一度 

ともいえる都市開発がすすんでいる 

 適正に居住機能や都市機能を誘導しつつ、公共交通サービスの向上が必要 

19.6%

25.5%

27.9%

39.4%

41.7%

0.0% 25.0% 50.0%

道路が広く

車の渋滞のないまち

空気のきれいなまち

医療施設が

利用しやすいまち

日常の買い物が

しやすいまち

公共交通機関が

利用しやすいまち

■あなたが理想とするまちは、どのようなまちですか？ 

（長崎市第三次環境基本計画策定に係る市民意識調査アンケー

ト、令和元年度） 

■ネットワーク型コンパクトシティ長崎 

平面イメージ図 
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取組みの柱① 地域の景観や自然などの個性を活かしたまちづくりを 

すすめます 

環境と調和した快適なまちづくり 個別目標・施策 

取組みの柱① 地域の景観や自然などの個性を活かしたまちづくりを 

すすめます 

取組みの柱② 安全・安心でコンパクトなまちづくりをすすめます 
 

・建物を建てたり、広告物を設置する際は周辺のまちなみに配慮します 

・各種開発の際は、周辺の調和や緑化、見え方に配慮します 

・世界遺産の構成資産の保全に向けた活動に参加・協力します 

 

・景観法に基づく景観計画により良好な景観を誘導します 

・地域景観の向上につながる質の高い公共施設の整備を努めます 

・市民などによる景観づくりの活動を支援します 

・世界遺産の構成資産および周辺の環境を整備・保全します 

・脱炭素先行地域と連動した「長崎居留地歴まちグランドデザイン」の改定

を官民連携で行います 

■長崎市の夜景の様子 
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取組みの柱② 安全・安心でコンパクトなまちづくりをすすめます 
 

成果指標 

〇長崎の街並みや景観に 

誇りを感じる市民の割合 

(令和 2 年度)    (令和 12 年度) 

90 
% 

 

89 
％ 

〇居住誘導区域内の人口密度 

(令和 2 年度)    (令和 12 年度) 

62.4 
人/ha 

 

66.2 
人/ha 

※4 居住誘導区域： 

立地適正化計画

で定める区域。人

口減少下におい

て、生活サービス

やコミュニティ

が持続的に確保

できるように、居

住 を 誘 導 す る 

安全で暮らしや

すい区域。 

 

 

・開発や事業を実施する際は、環境に十分配慮します 

・低床車両導入によるバリアフリー化をすすめます 

・スマートムーブの取組みを行います 

 

 

・将来都市構造「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の実現に向けた 

まちづくりをすすめます 

・斜面地や道路の整備により、安心・安全なまちづくりをすすめます 

・スムーズに移動できる道路交通体系を整備します 

・スマートムーブの取組みを行います 
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